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本日は公私ともにご多用の所、私共公益社団法人香川県浄化槽協会の記念表彰式にご出席を賜り
まして心から厚く御礼を申し上げます。
本来でございますと創立50周年を迎え、盛大に先人先輩の方々に対する心からの感謝を込めて記
念式典を開催する予定でございましたが、香川県を含む12都道府県で、まん延防止等重点措置が発
令され、さらには21都道府県で緊急事態宣言が発令されております。日本列島の約70％が新型コロ
ナウイルスで感染拡大されている状況の中でございますので、₈月17日に記念事業実行委員会を開
催し、皆様の意見を拝聴しましたところ、満場一致で今回の記念式典は中止にするべきと決定され
ました。そこで、オリンピックも一年間延長したという経緯もありますので、来年の₈月18日を現
在の開催予定として、新型コロナウイルス感染が終息した折には、盛大に記念式典を開催できると
いう希望を持って、本日は表彰のみ行うことに決定させていただきました。この経緯を十分ご理解
いただきまして、来年の記念式典には是非ご参加を賜りますように心からお願いを申し上げたいと
思います。
今年でちょうど50周年ということでございますので当協会の変遷を少し振り返ってみますと、昭
和46年に香川県環境衛生防疫事業協会という名称で発足、翌年の昭和47年には社団法人香川県浄化
槽センターに名称変更いたしました。49年前に浄化槽という言葉を団体名に使用した先人先輩の
方々が、近い将来は必ず浄化槽が生活排水処理方法として重要な位置づけになるという予測のもと
に浄化槽という言葉を団体名に使用したのだろうと私は理解しております。いかに先見の明がすば
らしかったということに、改めて敬意を表したいと思います。また昭和55年₄月11日に、その当時
の管轄であった厚生省の厚生大臣より浄化槽法定検査の検査機関として初めて認定をいただきまし
た。その₃年後の昭和58年には、浄化槽関係は一般廃棄物から分離しまして、浄化槽法という法律
が制定されました。それにより昭和61年₃月19日には香川県知事より法定検査機関として指定をい
ただいた経緯がございます。そして、平成23年には公益社団法人として香川県浄化槽協会に名称変
更いたしました。
この半世紀、50年を顧みますと、歴代の会長様方、また役員の皆様、職員の皆様の弛まぬ努力に
よりまして、ようやく浄化槽協会が香川県民に認知されたと私は理解しております。この功績は先
人の方々がご苦労いただいた賜物で、私たちはこのような功績を汚すことなく、改めて今日から襟
を正して、皆様方のご協力をいただきながら瀬戸内海の環境を守り、浄化槽の検査業務を通じて水
質保全事業に邁進して参る決意でございます。本日お集まりいただきました皆様の更なるご指導ご
鞭撻をいただきまして、益々、公益社団法人香川県浄化協会が、60年、70年、100周年を迎えられ
ますように心からお願い申し上げます。
結びになりますが、本日ご臨席をいただきました皆様のますますのご発展とご健勝を祈念申し上
げまして、甚だ簡単措辞ではございますが私の挨拶にさせていただきたいと思います。本日はご出
席、誠にありがとうございました。

ごあいさつ

公益社団法人
香川県浄化槽協会

創立50 周年記念表彰式



令和₃年₈月27日(金)協会はJRホテルクレメント高松にて

創立50周年記念表彰式を行った。この表彰式は、新型コロ

ナウイルス感染拡大防止の観点から50周年記念式典を延期

し、記念表彰式として規模を縮小して実施したものである。

〈式次第〉

よみがえる

表彰式風景

謝辞を述べる 由佐 愼吾 様感謝状を受け取る 山野 元春 様

感謝状を受け取る 由佐 愼吾 様 顕彰状を受け取る 岡 義憲 様

表　彰　式	 進　　行　専務理事　宇山由美子
開　　　　式
₁．式　　　辞	 会　　長　山条　忠文
₁．授　　　賞
〇感謝状伝達	 香川県知事
〇顕　彰	 公益社団法人香川県浄化槽協会会長
〇感謝状伝達	 公益財団法人日本環境整備教育センター理事長
〇表彰伝達	 一般社団法人全国浄化槽団体連合会会長
〇感謝状伝達	 一般社団法人全国浄化槽団体連合会会長
〇表　彰	 公益社団法人香川県浄化槽協会会長
	 功労会員
	 事業従事者
₁．受賞者謝辞	 受賞者代表　由佐　愼吾　
閉　　　　式	 	 （敬称略）
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おめでとうございます

株式会社新日本清掃

由佐　愼吾 氏

香川県知事
感謝状

高松清掃株式会社

岡　義憲 氏

公益社団法人香川県浄化槽協会
会長顕彰状

山野設備工業株式会社

山野　元春 氏

一般社団法人全国浄化槽団体連合会
会長感謝状

公益財団法人日本環境整備教育センター 理事長感謝状

一般社団法人全国浄化槽団体連合会 会長表彰状

功労会員
天野　洋平 氏	 株式会社ミネック	 宮武　敏夫 氏	 有限会社宮武清掃社

矢木　祐一 氏	 アムズ株式会社四国支店	 三好　光信 氏	 株式会社ハウステック高松営業所

藤田　勝利 氏	 有限会社詫間清掃

事業従事者
池田　真一 氏	 株式会社ダイキアクシス高松支店	 難波　馨之 氏	 高橋石油株式会社

永谷　隆幸 氏	 雉鳥工業株式会社	 濱上　恵輔 氏	 扶桑興産株式会社

多田　泰明 氏	 株式会社三木山田清掃	 山本　将弘 氏	 公益社団法人香川県浄化槽協会

稲垣　朋史 氏	 高松清掃株式会社	 西本英里香 氏	 　　　　　〃

松山　敬一 氏	 高橋産業株式会社	 宮宇地俊明 氏	 　　　　　〃



水環境出前講座実施
令和₃年₇月₉日(水)高松市立川添小学校で₄年生96名を対象
に、環境学習を実施した。₁時限目は座学として地球の水循環
や水の大切さ、 汚れた水を浄化槽できれいにする仕組み等を学ん
だ。休み時間にはタブレットで微生物の動画や浄化槽パネル等を
見学してもらった。₂時限目はトイレットペーパーとティッシュ
ペーパーで、溶け方の違いを確認する実験や、学校近くの新川の
水で水質実験を行った。上流と下流の透視度、CODを計測し、違いを数値化して確認した。最後
の質問コーナーでは多くの児童が手を挙げて、講師の説明を熱心に聞いていた。
この水環境出前講座は、高松市都市整備局下水道部下水道業務課が主催する環境学習で、令和元
年度より高松市からの委託事業の一環として当協会が実施しているものである。

寄附金贈呈式
令和３年₇月₆日(火）、高松市本庁舎にて寄附金贈呈式が行わ
れた。協会より高松市に対し、新型コロナウイルス感染症対策の
ための寄附で、当協会の山条会長、三日月副会長、横井副会長が
出席した。
山条会長より大西市長へ寄附目録の贈呈が行われ、大西市長か
らは、お礼の言葉とともに感謝状が手渡された。

₇月１日	 環境測定分析精度管理事業 第₁回幹事会
₇月₂日	 不適正浄化槽立入指導（高松市都市整備局）
	 副安全運転管理者講習会
₇月₄日	 浄化槽設置者講習会（観音寺市民会館）
₇月₆日	 寄附金目録贈呈式（高松市）
₇月₈日	 不適正浄化槽立入指導（高松市都市整備局）
₇月₉日	 水輪の会理事会
	 高松市環境学習（川添小学校）
	 浄化槽設置者講習会（中讃保健福祉事務所）
₇月14日	 浄化槽設置者講習会（協会大会議室）
₇月16日	 浄化槽設置者講習会（善通寺市総合会館）
₇月20日	 浄化槽設置者講習会（中讃保健福祉事務所）
₇月26日	 浄化槽設置者講習会（高松市ふれあい福祉センター勝賀）
	 不適正浄化槽立入指導（香川県中讃保健福祉事務所）
₇月27日	 不適正浄化槽立入指導（香川県中讃保健福祉事務所）
₇月28日	 第₁回エコアクション21導入セミナー（県庁）
₇月29日	 浄化槽設置者講習会（観音寺市民会館）
	 環境測定分析精度管理事業 第₂回幹事会
₈月₂日	 浄化槽設置者講習会（みとよ未来創造館）
₈月₅日	 会員業者社内研修講師派遣

₈月₆日	 浄化槽設置者講習会（中讃保健福祉事務所）
	 不適正浄化槽立入指導（香川県中讃保健福祉事務所）
₈月11日	 不適正浄化槽立入指導（高松市都市整備局）
₈月12日	 創立50周年記念式典司会者打ち合わせ
₈月17日	 創立50周年記念事業　第₆回記念事業実行委員会
₈月24日	 不適正浄化槽立入指導（香川県西讃保健福祉事務所）
₈月25日	 不適正浄化槽立入指導（香川県中讃保健福祉事務所）
₈月26日	 不適正浄化槽立入指導（香川県西讃保健福祉事務所）
₈月27日	 創立50周年記念表彰式（JRホテルクレメント高松）
₈月31日	 不適正浄化槽立入指導（高松市都市整備局）
₉月₂日	 消防避難訓練
₉月₆日	 環境測定分析精度管理事業 第₃回幹事会
₉月10日	 安全運転管理者講習会
₉月14日	 不適正浄化槽立入指導（香川県中讃保健福祉事務所）
₉月24日	 令和₃年度第₂回機関紙編集委員会
	 第₄回記念誌編集委員会
₉月27日	 不適正浄化槽立入指導（香川県西讃保健福祉事務所）
₉月28日	 不適正浄化槽立入指導（香川県中讃保健福祉事務所）
₉月30日	 不適正浄化槽立入指導（香川県中讃保健福祉事務所）
	

協会のうごき 7月〜9月
よみがえる
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●機関紙編集委員●

○三好　光信　㈱ハウステック高松営業所
鷺岡祐一郎　㈱サンキ
吉田　　歩　シコク環境ビジネス㈱
堀家　真大　㈲森清掃社

○印は、委員長です
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自衛消防（防災）訓練を実施
令和₃年₉月₂日(木)15時より当協会において自衛消防訓練を
行った。所内在勤者を対象とし、地震による津波・火災が発生した
ことを想定して「避難訓練」、「通報訓練」、「消火訓練」を行った。
消防機関への模擬通報の後、消火器の操作方法について説明を受
け、訓練用の水消火器を使って消火訓練を行った。

香川県廃棄物対策課・高松市都市整備局からのお知らせ
―令和₃年度浄化槽管理士研修会の開催について―
毎年実施しております浄化槽管理士研修会が下記の要領で

開催されます。詳細につきましては、香川県または高松市から
の案内状（郵送）をご覧下さい。

記
日　時：令和₃年10月27日(水)14：00～16：30
場　所：穴吹学園ホール（旧：高松テルサ）
	 香川県高松市屋島西町2366-1
講　師：（公財)日本環境整備教育センター
持参物：各人の浄化槽管理士証、筆記用具

令和₃年度浄化槽保守点検業者
技術向上現場研修会の開催について
協会では、令和₃年度浄化槽保守点検業者

技術向上現場研修会を、11月₅日(金)に開催致
します。この研修会は、香川県からの受託事業
として毎年実施しております。今年度の対象者
は、東讃保健福祉事務所管内に営業所を開設し
ている保守点検業者の浄化槽管理士を予定して
おります。
10月上旬、協会から各営業所に案内状を発

送致しますので、届きましたらご確認の上お申
し込み頂きますようお願いいたします。
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